
 

 

 春休みは，暖かくもなり，学年が終わって気がゆるみがちになります。

決まりや規則，約束やマナーを守って，事故のないよう安全に注意し

て過ごしましょう。 

特に自転車乗車や道路への飛び出し，魚釣りは注意しましょう。 
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 平成２５年度の本校教育活動も，本日を持って終わりとなります。保護者，地域の皆さまには，数々のご協

力やご支援をいただき，学校を支えていただきました。誠にありがとうございました。 

 上部に示していますように，本校の『学校教育目標』は「心やさしく 進んで学び たくましく生きる子ど

もの育成」です。（目指す児童像：心やさしい子ども・進んで学ぶ子ども・最後まで努力する子ども） 

毎日行う授業や給食，掃除等の指導も，入学式や卒業式，遠足や運動会，学習発表会等の学校行事も，あい

さつや履き物並べも，小さな事から大きな事まで，全てがこの学校目標につながっています。 

この教育目標の達成，すなわち，子ども達一人ひとりのより良い成長，自己実現の達成のため，職員一同が

んばってきました。 

今年度４月に全校朝会で，自分や学校のことで「自分が自慢できること，誇りに思えることは何ですか？」

と訊ね，そして「いろいろなことにチャレンジし，自分の力をしっかり伸ばして，自慢できること，誇りに思

えることを身につけよう！神浦小学校の自慢や誇りを創りあげよう！！」と話しました。 

それから一年。保護者や地域の皆様，先生方の教えや支えにより，温かな光や豊かな養分をたっぷりと吸収

し，子ども達は，各々，得意なことの幹を太らせ，枝葉を伸ばし，苦手なことを尐しずつ克服しながら，花を

咲かせ，実を付け，それぞれ成長してきました。 

そして学校全体としても，いつでもどこでも誰にでも自慢できることがで

きました。それは「履き物揃え」です。今ではいつ見に行っても，子ども達

の靴箱の中の靴は，きれいにかかとが揃い，棚の中に整然と美しく並んでい

ます。神浦小学校の大きな大きな自慢の一つとなっています。 

春先は，まだ細やかな支援や指導が必要な場合もありました。しかし， 

先生方にお願いした「小事徹底」「凡事徹底」の指導により，徐々に指導の必

要がなくなり，現在ではわざわざ指導する事は必要ありません。なぜなら， 

すでに「良い習慣化」「無意識の習慣化」ができているのです。嬉しい事です。 

ご家庭で感じられるお子様の成長はいかがだったでしょうか？ ぜひ，良い所や努力した所を認めて褒めて

あげてください。 

学校では今年度の教育活動を検証し，成果と，そして課題を明らかにしながら，来年度につなげていきたい

と思います。来年度も，どうぞ，よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 

多くの方々に祝福されながら，「第６７回卒業証書授与式」を行いました。卒業す
る＊さん，そして在校生，双方とも参加の態度も素晴らしく，厳粛な中にも暖かさ
が感じられる卒業式であったと感じています。ご多用の中，ご臨席いただき，＊さ
んの新しい門出を祝福してくださったみな様，本当にありがとうございました。 
 

“小さな学校 大きな人間づくり” 

  つないだ手は心もつなぎます。 

卒 
業 
し 
ま 
し 
た。 


